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開かれた市議会を目指す取り組みの一環として、本会議場にて出雲芸術アカデミー
音楽院講師5人による、議場コンサートが行われました。（H27.1.16）
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平成２６年度

第３回出雲市議会（定例会）報告

本会議（開会、議案上程・説明、採決）

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目、議案質疑、
委員会付託）

総務委員会

１１月２８日（金）

１２月２日（火）

１２月３日（水）

１２月４日（木）

１２月９日（火）

文教厚生委員会

環境経済委員会

建設水道委員会

予算特別委員会

本会議（委員長報告、議案上程・説明、
討論、採決、閉会）

１２月１０日（水）

１２月１１日（木）

１２月１２日（金）

１２月１５日（月）

１２月１８日（木）

開会 平成２６年（２０１４）１１月２８日（金） 閉会 平成２６年（２０１４）１２月１８日（木） 会期２１日間

議議会会のの動動きき

平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第５回補正予算を可決す
るなど、３８議案を議決しました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき

１２月定例市議会では、執行部から３６件の議案が提出されました。

主な内容は、「平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第５回補正予算」などの予算議案９件、

「出雲市情報公開条例の一部を改正する条例」などの条例議案１７件、「公の施設の指定管理者の

指定について」などの一般議案９件、「人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて」

の人事議案１件が提出され、すべての議案を原案のとおり可決または同意しました。

議員提出議案としては、「２０１５年度予算（介護保険制度、子ども・子育て支援新制度）の充実・

強化を求める意見書」、「農協改革に関する意見書」の２件を提出し、いずれも原案のとおり可

決しました。

会 期 日 程
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常常
任任
委委
員員
会会
・・
特特
別別
委委
員員
会会
報報
告告

総

務

委

員

会

国
の
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
般
職
の
職
員

給
与
な
ど
を
改
定

議
第
７５
号
「
出
雲
市
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
国
の
人
事

院
勧
告
の
趣
旨
な
ど
を
踏
ま
え
、
①
一

般
職
の
職
員
の
給
料
月
額
を
平
均
約

０
・
３
％
引
き
上
げ
る
②
一
般
職
の
職

員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
１５

月
引
き
上
げ
る
③
再
任
用
職
員
の
勤

勉
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
０５
月
引
き

上
げ
る
④
特
別
職
な
ど
（
市
長
、
副

市
長
、
議
員
な
ど
）
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
０
・
１５
月
引
き
上
げ
る
こ

と
な
ど
に
関
す
る
条
例
改
正
で
す
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

審
査
で
は
一
部
の
委
員
か
ら
、
条

例
改
正
に
反
対
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
一
般
職
と
特
別
職
な
ど
は
別
の

条
例
と
し
て
提
案
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
特
別

職
な
ど
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
は
、

国
の
指
定
職
の
一
時
金
の
見
直
し
に

あ
わ
せ
て
改
定
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
の
人
事
院
勧
告
で
は
、
指
定
職
も

同
様
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
あ
わ
せ
て
の
改
定
を
提
案
し

ま
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
な
ど
に
つ
い
て
の
陳
情
は
、

趣
旨
採
択

陳
情
第
８
号
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
増
床
な
ど
に
つ
い
て
の
陳

情
で
す
。
こ
れ
は
、
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
あ
た
り
、
出
雲
市
内

に
お
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
枠
の
増
床
を
求
め
る
も
の
で

す
。
こ
の
増
床
計
画
の
実
施
に
あ

た
っ
て
、
出
雲
市
の
老
人
福
祉
行
政

に
協
力
し
、
公
益
に
寄
与
し
て
き
た

出
雲
市
民
間
特
養
懇
話
会
会
員
法
人

の
事
業
実
績
な
ど
を
考
慮
し
、
当
該

懇
話
会
会
員
法
人
の
既
存
施
設
に
お

い
て
増
床
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
市
内
の
入
所
待

機
者
数
は
約
１
１
０
０
名
、
内
、
在

宅
で
要
介
護
度
３
以
上
の
方
は
約

２
８
０
名
と
い
う
状
況
で
す
。
ま

た
、
平
成
２７
年
度
か
ら
の
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
も
増
床
は
盛
り

込
ま
れ
る
予
定
で
あ
り
、
増
床
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
十
分
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
。
審
査
の
結
果
、
当

該
懇
話
会
会
員
法
人
の
既
存
施
設
に

お
い
て
の
み
増
床
す
る
こ
と
は
、
公

共
性
、
公
平
性
に
欠
け
る
と
の
意
見

か
ら
、
趣
旨
採
択
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
な
お
、
一
部
の
委
員
か

ら
当
該
懇
話
会
会
員
法
人
の
施
設
に

限
っ
て
の
増
床
の
陳
情
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
不
採
択
に
す
べ
き
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

特別養護老人ホーム湖水苑での視察の様子

総務委員会での審査の様子

委委員員会会報報告告
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環
境
経
済
委
員
会

「
地
域
再
生
に
向
け
た
日
御
碕
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
の
陳

情
」
を
趣
旨
採
択

本
陳
情
は
、
①
日
御
碕
観
光
案
内

所
の
新
設
お
よ
び
常
時
開
館
②
遊
歩

道
の
安
全
対
策
お
よ
び
サ
イ
ン
整
備

③
多
目
的
広
場
の
水
道
・
ト
イ
レ
・

休
憩
所
の
施
設
整
備
を
求
め
る
も
の

で
す
。
現
地
視
察
を
行
い
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
趣
旨
採
択
す
べ
き

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

日
御
碕
一
帯
は
、
世
界
に
誇
れ
る

出
雲
の
観
光
地
で
あ
り
、
県
道
に
２

つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
整
備
さ
れ
、
出
雲

ブ
ー
ム
に
あ
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
に
ハ
ー
ド
整
備
を
と
の
趣
旨
は
充

分
理
解
で
き
ま
す
。

遊
歩
道
の
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い

て
は
国
・
県
と
も
協
議
を
し
、
市
と

し
て
早
急
に
対
応
す
べ
き
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
案
内
所
は
老
朽
化
し
、
観
光

客
が
気
持
ち
よ
く
入
れ
る
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
執
行
部
お
よ
び
地
元

関
係
者
に
お
い
て
、
整
備
手
法
や
運

営
方
法
に
つ
い
て
更
に
協
議
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
多
目
的
広
場
の
ト
イ
レ
建

設
に
は
、
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ

困
難
で
あ
る
こ
と
、
休
憩
所
に
つ
い

て
は
、
観
光
案
内
所
と
同
様
に
、
整
備

手
法
に
つ
い
て
協
議
が
必
要
だ
と
判

断
し
ま
し
た
。

建
設
水
道
委
員
会

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
斐
川
公
園

ほ
か
）
ほ
か
一
般
案
件
４
件
を
採
択

本
委
員
会
に
審
査
の
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
一
般
案
件
４
件

で
す
。

議
第
６４
号
「
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
斐
川
公
園

ほ
か
）」
は
、
斐
川
公
園
ほ
か
１２
カ
所

の
公
園
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
平

成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、「
三

洋
興
産
株
式
会
社
」
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
第
６５
号
「
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
村
住
宅
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
、

小
集
落
改
良
住
宅
）」
は
、
山
村
住
宅

ほ
か
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
平
成

２７
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
、「
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
」
を
指
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
次
に
議
第
６９
号

「
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
」
お
よ

び
議
第
７０
号
「
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
」
は
、
北
本
町
谷
田
谷
線（
き

た
ほ
ん
ま
ち
た
ん
だ
た
に
せ
ん
）道
路

改
良
事
業
に
伴
い
新
設
さ
れ
た
１
路

線
と
起
点
お
よ
び
終
点
を
変
更
し
て

再
認
定
す
る
２
路
線
お
よ
び
下
古
志

町
地
内
の
宅
地
造
成
に
伴
い
、
寄
附

を
受
け
た
１
路
線
を
認
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

委委員員会会報報告告

日御碕観光案内所

整備された北本町谷田谷線

復旧が急がれる遊歩道の危険カ所
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予
算
特
別
委
員
会

補
助
事
業
の
執
行
に
際
し
て
は
一
層
慎
重
な
対
応
を

今
回
、
委
員
会
に
審
査
の
付
託
を

受
け
た
案
件
は
、
議
第
４１
号
「
平
成

２６
年
度
出
雲
市
一
般
会
計
第
５
回
補

正
予
算
」、
議
第
４６
号
「
平
成
２６
年
度

出
雲
市
病
院
事
業
会
計
第
１
回
補
正

予
算
」
な
ど
の
６
件
に
加
え
、
追
加

上
程
の
あ
り
ま
し
た
議
第
７１
号
「
平

成
２６
年
度
出
雲
市
一
般
会
計
第
６
回

補
正
予
算
」、
議
第
７３
号
「
平
成
２６
年

度
出
雲
市
病
院
事
業
会
計
第
２
回
補

正
予
算
」
な
ど
の
３
件
、
合
計
９
件

で
す
。
市
長
出
席
の
も
と
、
１２
月
補

正
予
算
の
編
成
方
針
な
ど
の
総
括
質

疑
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
の
詳
細
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。一

般
会
計
第
５
回
補
正
予
算
で

は
、
６
億
１
５
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
７
５
９
億
３
千
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の

と
し
て
は
、
総
務
費
で
は
、「
日
本
の

心
の
ふ
る
さ
と
出
雲
」
応
援
寄
附
事

業
の
特
産
品
の
進
呈
経
費
に
追
加

５
４
９
０
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
民
生
費
で
は
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
の
利
用
者
増

加
に
伴
う
給
付
費
の
追
加
１
億

３
７
０
０
万
円
や
、
認
可
保
育
所
へ

の
入
所
児
童
数
増
加
に
伴
う
運
営
費

負
担
金
な
ど
の
追
加
７
１
０
０
万
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
、
普
通
交
付
税
の
交
付
決

定
額
に
基
づ
く
一
部
を
、
国
庫
支
出

金
お
よ
び
県
支
出
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ

補
助
内
示
に
伴
う
追
加
を
、
市
債

は
、
災
害
復
旧
事
業
の
財
源
と
し
て

所
要
額
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
国
の
会
計
検
査
院

の
補
助
事
業
の
検
査
に
よ
り
、
２
件

が
不
適
正
と
認
定
さ
れ
、
市
内
農
業

生
産
法
人
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
な

ど
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
前
例
の
な
い
も
の
で

あ
り
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
事
態
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
当
該
農
業
生
産

法
人
に
対
す
る
指
導
を
徹
底
す
る
こ

と
と
、
補
助
事
業
の
執
行
に
際
し
て

は
一
層
慎
重
な
対
応
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

「日本の心のふるさと出雲」応援寄附事業で贈られる特産品の一例

予算特別委員会での審査の様子

委委員員会会報報告告
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渡部 勝 議員 （７ページ）

◎２市４町で合併して来年で１０年を迎えるにあたり市長
の思いを伺う

原 正雄 議員 （７ページ）

◎「出雲未来図」の前期基本計画の３年目の評価と見通し

米山広志 議員 （８ページ）

◎幼稚園職員
・小・中学校事務職員
・水道事業

遠藤力一 議員 （８ページ）

◎手話に関する基本条例の制定

川上幸博 議員 （９ページ）

・防災対策
◎外園海岸保全に向けた取り組み状況
・小学校での英語教育の実施と今後の計画

勝部順子 議員 （９ページ）

・緊急通報システムの現状と、今後の対応
・若者の求職活動に対する支援の拡充
◎「２０１４ いずも古着市」の開催

大谷良治 議員 （１０ページ）

◎消防団を中核とした地域防災
・年末年始の渋滞緩和対策

福島孝雄 議員 （１０ページ）

◎耕作不利地域における環境保全・放棄地対策
・農業所得の安定・向上にむけての取り組み

保科孝充 議員 （１１ページ）

◎特別養護老人ホーム等の増床と各種保険料軽減の要
望にどう答えますか
・積極的な教育政策の推進を求めます

長廻利行 議員 （１１ページ）

◎大社町門前町のさらなる飛躍をめざして

岸 道三 議員 （１２ページ）

・斐伊川放水路周辺整備事業
◎トキの一般公開

大場利信 議員 （１２ページ）

◎市の施設への太陽光発電システムの設置
・アルコール健康障がい対策
・自治会未加入者への災害ハザードマップ等の配布

大国陽介 議員 （１３ページ）

・税や国民健康保険料を滞納されている方への対応
◎「第3子保育料無料」見直しの撤回を
・誘致企業への補助金支出と雇用確保
・幼稚園で働く臨時職員の待遇改善を

伊藤繁満 議員 （１３ページ）

◎斐伊川の河床低下防止対策

寺本淳一 議員 （１４ページ）

◎市民への防災意識向上対策
・学力調査結果の公表

神門 至 議員 （１４ページ）

・第26回出雲全日本大学選抜駅伝競走の中止
◎仏経山の登山道などの整備
・豪雪（雪害）の対策

松村豪人 議員 （１５ページ）

◎地方創生に対応し人口減少、過疎化対策を

小村吉一 議員 （１５ページ）

・消費税増税は「先送り」でなく中止を
◎使用料、手数料の見直し
・放課後児童クラブの充実を求めて

萬代輝正 議員 （１６ページ）

◎上塩冶スポーツセンターの利用状況並びに維持管理費
・指定管理者制度の見直し状況と再来年へ向けてのスケ
ジュール

板倉一郎 議員 （１６ページ）

◎行財政改革
・旧出雲市市街地エリアの水害対策

井原 優 議員 （１７ページ）

・米価下落・農業振興のあり方・TPP参加
◎原発再稼働・避難計画
・改定国保法による「広域化（都道府県単位化）」

珍部全吾 議員

・出雲市駅付近連続立体交差事業
・出雲市の少子高齢化対策

板垣成二 議員 （１７ページ）

◎出雲観光大使
・出雲市の財政状況
・地方創生

湯淺啓史 議員 （１８ページ）

◎コミュニティセンターの果たす役割
・出雲市の広報活動におけるWebサイト（ホームペー
ジ）の活用

・公共施設利用料金の見直し

一一般般質質問問

１２月定例市議会では２４人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選
んで（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

一 般 質 問市政のここが聞きたい
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問

①
新
市
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
期
待
と
不
安
を
も
た
れ

た
か
。
②
合
併
協
定
項
目
の
約
何
％

が
実
施
さ
れ
た
か
。
③
一
番
の
成
果

は
何
か
。
④
反
省
点
が
あ
る
と
し
た

ら
何
か
。
⑤
今
後
、
市
長
と
し
て

出
雲
市
を
ど
の
よ
う
に
導
い
て
い
く

の
か
。

市
長

①
合
併
に
よ
っ
て
行
財
政
の

効
率
化
と
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
２
市
４
町
の
資
源
を
結
集
し
て

総
合
力
で
飛
躍
を
期
待
し
た
一
方
、

市
役
所
が
遠
く
な
り
不
便
に
な
る
こ

と
や
周
辺
部
と
の
格
差
が
生
じ
る
こ

と
が
心
配
で
し
た
。
②
協
定
項
目
の

進
捗
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が

旧
市
町
の
懸
案
事
業
は
順
次
実
施
し

て
い
ま
す
。
③
旧
市
町
の
継
続
事
業

の
実
施
と
総
合
振
興
計
画
に
そ
っ
て

積
極
的
に
事
業
や
公
共
施
設
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
④
集

中
的
に
整
備
を
行
っ
た
結
果
、
起
債

残
高
が
急
激
に
増
加
し
財
政
状
況
が

大
変
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
⑤
行
財

政
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
雇
用
の
創
出
、
定
住
対

策
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

問

げ
ん
き
、
や
さ

し
さ
、
し
あ
わ
せ
あ
ふ

れ
る
縁
結
び
の
ま
ち
出

雲
と
し
て
、
人
口
１７
万

人
を
死
守
す
る
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
来
年
、
合
併
１０
年

を
迎
え
ま
す
が
、
前
期

基
本
計
画
（
５
カ
年
）

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

計
画
と
な
る
指
標

の
数
値
目
標
を
定
め
、
毎
年
度
把
握

し
て
い
ま
す
。
施
策
の
進
捗
状
況
は

今
年
度
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

使
い
、
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
軌
道
修
正

は
、
後
期
基
本
計
画
策
定
時
に
市
民

満
足
度
調
査
を
行
い
取
り
組
み
ま
す
。

問

出
雲
版
地
方
創
生
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

国
に
お
い
て
「
ま

ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
法
」
が
可

決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
出
雲
市

は
１０
月
２４
日
に
市
長
を
本
部
長
と
す

る
「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
本

部
」
を
立
ち
上
げ
、
２７
年
度
の
早
い

段
階
で
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
出

雲
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。

出
雲
未
来
図
の
検
証
は

２
市
４
町
で
合
併
し
て
１０
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
市
長
の
思
い
を
伺
う

渡 部 勝合併前の出雲地区合併協議会の様子

一一般般質質問問

原 正 雄
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問

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の

基
礎
に
な
る
幼
児
教
育
の
重
要
性
は

大
き
く
な
っ
て
お
り
、
幼
稚
園
教
育

の
果
す
役
割
は
重
要
で
す
。
講
師
が

担
任
を
し
て
い
る
園
数
と
勤
務
実

態
、
そ
し
て
処
遇
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

子
育
て
調
整
監

臨
時
的
な
任
用
を

し
て
い
る
講
師
が
担
任
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
園
は
１５
園
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
大
き
な
責

任
を
持
つ
ク
ラ
ス
担
任
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
正
規
職
員
を
配
置
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

職
員
待
遇
が
ク
ラ
ス
担
任
の
業
務

量
な
ど
と
見
合
っ
た
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
の
検
証
も
必
要
で
あ
り
、
人

材
確
保
の
観
点
か
ら
も
処
遇
改
善
に

向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

９
月
議
会
で
、
手
話
言
語
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
が
あ
り
、
全
会
一
致
に

よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動

は
、
全
国
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
全

国
１
７
８
８
自
治
体
中
、
１
３
６
１

自
治
体
が
意
見
書
を
採
択
し
、
国
に

意
見
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

車
椅
子
を
使
う
人
が
不
自
由
の
な

い
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
る
、
目

の
見
え
な
い
人
が
危
な
く
な
い
よ
う

に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
す
る
、

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
耳
の
聞
こ
え
な

い
人
た
ち
が
手
話
を
使
っ
て
生
き
生

き
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ

る
環
境
を
つ
く
る
。
そ
の
た
め
に

は
、「
手
話
に
関
す
る
基
本
条
例
の
制

定
」
が
必
要
で
す
。

市
長

条
例
制
定
の
趣
旨
な
ど
に
つ

い
て
は
十
分
理
解
を
し
ま
す
。
手

話
が
音
声
言
語
と
同
じ
よ
う

に
、
視
覚
言
語
と
し
て
障
が
い

を
持
つ
方
に
と
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
唯
一
の
手
段

だ
と
い
う
こ
と
を
社
会
全
体
が
認
め

る
た
め
に
、
条
例
制
定
が
必
要
だ
と

い
う
趣
旨
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

全
国
的
な
動
向
な
ど
も
十
分
踏
ま

え
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
研
究
を
深

め
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
講
師
の
処
遇
改
善
を

手
話
に
関
す
る
基
本
条
例
制
定
を
求
め
る

一一般般質質問問

米 山 広 志

手話言語法 意見書マップ

出雲市立平田幼稚園

遠 藤 力 一
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問

外
園
海
岸
は
、
出
雲
の
国
風

土
記
に
も
登
場
す
る
歴
史
舞
台
で

す
。
今
年
度
よ
り
島
根
県
に
お
い

て
、
大
社
湾
に
面
す
る
一
連
の
海
岸

て
い
せ
ん

の
汀
線
の
変
化
や
海
岸
漂
砂
の
実
態

解
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
漂

砂
の
解
析
調
査
状
況
や
、
海
岸
防
災

林
造
成
事
業
に
よ
る
外
園
海
岸
へ
の

植
栽
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の

現
状
を
伺
い
ま
す
。て

い
せ
ん

都
市
建
設
部
長

汀
線
の
変
遷
、
海

底
の
地
形
測
量
の
深
浅
測
量
、
海
岸

の
砂
の
粒
径
を
調
べ
る
底
質
調
査
、

波
の
特
性
を
調
べ
る
波
浪
解
析
な
ど

の
調
査
は
終
了
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
現
在
解
析
中
で
す
。
国
土
交

通
省
や
専
門
的
組
織
お
よ
び
地
元
と

も
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
本
年
度
末

に
は
、
土
砂
管
理
計
画
が
、
島
根
県

に
よ
り
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
外

園
海
岸
防
風
林
植
栽
は
、
２５
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
、
約
５
割
の
県
有
地
で

完
了
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
植
栽
を
行
い
、
長
浜
側
が
完
了

後
、
大
社
地
区
に
も
実
施
予
定
で
す
。

問

１１
月
２２
日
と
２３
日
に
、
出
雲

市
役
所
本
庁
を
会
場
に
「
い
ず
も
古

着
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２２
日

は
、
古
着
の
持
ち
込
み
の
み
、
２３
日

は
販
売
の
み
で
実
施
さ
れ
、
当
日
は

多
く
の
方
が
お
い
で
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
３
点
伺
い
ま
す
。

①
市
内
か
ら
集
ま
っ
た
古
着
の
量
と

売
れ
な
か
っ
た
古
着
の
量
②
２３
日
の

客
の
人
数
と
売
上
高
③
当
日
は
待
ち

時
間
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
運
営

上
の
感
想
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

環
境
政
策
調
整
監

①
今
回
は
こ
れ

ま
で
で
、
最
も
多
い
約
１
万
１
千
枚

の
衣
類
を
回
収
し
、
約
３
４
０
０
枚

販
売
し
ま
し
た
。
残
り
７
６
０
０
枚

は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
渡
し
ま

し
た
。
②
２３
日
は
約
五
〇
〇
人
の
方

が
衣
類
を
購
入
さ
れ
、
販
売
額
は
約

３３
万
円
で
し
た
。
③
来
場
者
の
方
が

ス
ム
ー
ズ
に
入
退
場
で
き
る
よ
う
配

慮
す
る
な
ど
さ
ら
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
今
後
と
も
取
り
組
み
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

海
岸
保
全
と
防
風
対
策
を
伺
う

い
ず
も
古
着
市
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う

川 上 幸 博

２０１４いずも古着市

外園海岸防災林の植栽状況

一一般般質質問問

勝 部 順 子
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問

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
、
今
後
の
消
防
団

員
の
確
保
対
策
・
消
防
団
支
援
法
の

成
立
に
よ
る
防
火
体
制
の
強
化
充
実

と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

消
防
長

消
防
本
部
と
し
て
は
、
消

防
団
広
報
活
動
や
処
遇
改
善
な
ど
、

消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
、
団
員
確
保
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
か
ら
の
地
方
財
政
措

置
と
し
て
、
消
防
団
装
備
に
関
す
る

地
方
交
付
税
の
増
額
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
の
要
望
を

伺
い
な
が
ら
、
装
備
の
充
実
強
化
に

向
け
、
安
全
対
策
を
含
め
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

広
報
政
策
の
中
で
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
や
消
防
Ｐ
Ｒ
媒
体

を
利
用
し
企
業
・
学
校
関
係
へ
む
け

幅
広
く
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

こ
と
な
ど
必
要
と
考
え
ま
す
が
見
解

を
伺
い
ま
す
。

消
防
長

提
案
さ
れ
た
事
例
の
よ
う

に
ど
こ
ま
で
作
成
で
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
利
用
可
能
な
媒
体
が
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
広
報
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

条
件
不
利
地
域
で
の
耕
作
放

棄
地
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
斐
川
（
第
三
セ
ク

タ
ー
）
は
斐
川
地
域
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
が
、
米
価

下
落
、
直
接
支
払
交
付
金
削
減
な
ど

に
よ
り
今
後
の
運
営
も
厳
し
く
な
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
①
条
件

不
利
地
域
で
の
利
用
権
設
定
面
積
の

動
向
②
経
営
維
持
の
た
め
の
取
り
組

み
・
課
題
③
出
雲
市
と
し
て
の
関
わ

り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

堺
田
副
市
長

①
５
年
間
で
約
８
ha

増
加
（
現
在
２９
ha
）、
筆
数
５０
増
加
（
現

在
２
５
０
筆
）、
平
均
圃
場
面
積
約

０
・
２
ha
②
利
用
権
設
定
面
積
の
拡
大

お
よ
び
、
水
稲
、
大
豆
、
そ
ば
、
菜

種
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
受
託
作
業
で

収
益
性
を
高
め
ま
す
。
課
題
は

耕
作
困
難
な
農
地
で
の
作
業
性

の
悪
さ
に
よ
る
経
費
増
大
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
③
グ
リ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
斐
川
の
持
つ
中
間
管
理
、
管

理
耕
作
と
い
う
機
能
は
大
変
に
重
要

で
あ
り
、
こ
の
機
能
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
、
市
と
し
て
も
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

耕
作
不
利
地
域
の
環
境
保
全
・
水
田
維

持
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
望
む

消
防
団
の
処
遇
改
善
・
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

一一般般質質問問

大 谷 良 治

グリーンサポート斐川が管理する条件不利圃場福 島 孝 雄
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問

①
平
成
２７
年
か
ら
実
施
さ

れ
る
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
の
策

定
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
床
要
望
が
あ
る
一
方
で
保
険
料
の

値
上
げ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
松
江
市

は
６
１
０
０
円
と
予
想
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
充
実
と
保
険
料
の
軽
減

を
同
時
に
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
健
康
・
予
防
政
策
の
充
実
が
大

切
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

②
旧
市
内
に
拠
点
の
な
い
健
康
・
予

防
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
は
進
ん
で

い
ま
す
か
。
③
市
民
の
健
康
・
予
防

の
相
談
相
手
で
あ
る
保
健
師
の
充
実

は
ど
う
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長

①
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
増
床
は
前
期
に
３０
床
を

確
保
し
ま
し
た
。
第
６
期
も
増
床
し

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
空
き

部
屋
も
あ
る
の
で
必
要
数
を
満
た
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
保
険
料
は
国

の
動
向
も
踏
ま
え
て
算
定
し
ま
す
。

②
市
の
中
心
部
に
は
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
総
合
的
に
支
援
す
る
施
設
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
③
保
健
師
は
人
口
１０
万

人
当
た
り
出
雲
２１
・
８
人
、
松
江
２５
・
３

人
で
来
年
度
２
人
の
増
員
を
し
ま
す
。

問

み
せ
ん
広
場
の
代
替
駐
車
場

の
位
置
は
、
総
合
的
に
判
断
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
宿
泊
対
策
に
つ

い
て
、
今
後
も
民
間
施
設
の
誘
致

や
支
援
を
し
て
い
く
予
定
が
あ
り
ま

す
か
。

ま
た
、
大
社
支
所
と
消
防
署
を
将

来
的
に
移
転
新
築
し
、
跡
地
を
何
か

に
利
用
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
縁
広
場
、
神
門
通
り
か
ら
駅
通
り

ま
で
の
整
備
、
旧
大
社
駅
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
べ
き
か
伺
い
ま
す
。

市
長

み
せ
ん
広
場
の
代
替
駐
車
場

は
、
総
合
的
に
検
討
し
た
う
え
で
、

場
所
、
規
模
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。
宿
泊
対
策
は
、
助
成
制

度
を
有
効
活
用
し
、
宿
泊
機
能
の
強

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
社
支
所
の
移
転

新
築
の
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

消
防
署
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
整

備
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
縁

広
場
全
体
を
ど
う
す
る
か
で
き
る
だ

け
早
く
方
向
性
を
示
し
て
い
く
考
え

で
す
。

ま
た
、
旧
大
社
駅
か
ら
勢
溜
ま
で

を
魅
力
あ
る
通
り
と
し
て
ま
ち
歩
き

を
し
て
も
ら
う
方
策
の
検
討
を
進
め
、

駅
舎
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に
保
存
活

用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
と
保
険
料
軽
減
要

望
に
ど
う
答
え
ま
す
か

大
社
門
前
町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

め
ざ
し
て

保 科 孝 充

観光客で賑わう神門通り

くにびき大ホールで実施されている健診状況

一一般般質質問問

長 廻 利 行



12いずも市議会だより ３９号

問

今
年
８
月
に
環
境
省
か
ら

通
知
が
あ
り
、
分
散
飼
育
地
で
も

条
件
を
満
た
せ
ば
一
般
公
開
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
３

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
①
環
境
保

全
型
農
業
の
推
進
・
実
践
②
環
境

省
、
佐
渡
市
お
よ
び
他
の
分
散
飼
育

地
と
の
連
携
と
信
頼
関
係
の
構
築
③

ト
キ
公
開
に
向
け
て
必
要
な
予
算
措

置農
林
水
産
調
整
監

①
分
散
飼
育
セ

ン
タ
ー
周
辺
で
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

調
査
や
ト
キ
の
糞
と
出
雲
和
牛
の
堆

肥
を
ま
ぜ
合
わ
せ
た
肥
料
を
作
っ

て
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
生
物
多
様
性
に
貢
献
す
る

取
り
組
み
は
少
な
い
状
況
で
あ
り
、

一
層
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
②
公
開
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
く
に
は
、
関
係
機
関
や
自
治
体

と
よ
り
一
層
調
整
と
交
流
を
図
り
、

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
③
本
年
度
内
に
準
備
作

業
を
進
め
、
平
成
２７
年
度
の
検
討
作

業
着
手
に
向
け
て
必
要
な
予
算
の
計

上
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し

て
い
る
市
の
施
設
を
伺
い
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

本
庁
舎
、
出
雲
科

学
館
、
向
陽
中
学
校
、
斐
川
環
境
学

習
セ
ン
タ
ー
、
ひ
か
わ
図
書
館
、
長

浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
９

施
設
で
す
。

問

本
庁
舎
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
①
設
置
費
②
平
成
２５
年
度
の
太
陽

光
発
電
量
③
平
成
２５
年
度
の
支
払
い

電
気
料
金
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

①
国
の
補
助
金
を

除
き
３
９
１
１
万
円
で
す
。
②
７
万

６
千
kw
／
h
で
す
。
③
４
４
７
６
万

円
で
す
。

問

太
陽
光
と
い
う
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
効
果

を
持
っ
て
お
り
、
市
の
施
設
へ
普
及

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
今
後

の
導
入
計
画
お
よ
び
課
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

平
成
２７
年
度
に
新

築
す
る
平
田
消
防
署
庁
舎
に
導
入
す

る
予
定
で
す
。
課
題
と
し
て
は
、
設

置
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
、
電
気
料

金
の
削
減
効
果
が
そ
う
大
き
く
な
い

こ
と
な
ど
で
す
が
、
基
本
的
に
は
推

進
し
て
い
く
立
場
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
の
施
設
へ
太
陽
光
発
電
設
備
の
積
極

的
な
導
入
を

ト
キ
の
一
般
公
開
に
つ
い
て
問
う

一一般般質質問問

岸 道 三

市役所屋上にある太陽光発電施設

トキ分散飼育センター

大 場 利 信
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問

「
見
直
し
」
は
、
子
育
て
支
援

の
充
実
と
少
子
化
の
克
服
に
逆
行
す

る
も
の
で
す
。
負
担
増
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

子
育
て
調
整
監

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
委
員

会
で
、
一
律
に
無
料
で
あ
る
こ
と
や

多
子
世
帯
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
、
子
ど
も
が
１
人
や
２
人
の
世

帯
か
ら
不
満
の
声
が
届
く
な
ど
課
題

も
あ
り
ま
し
た
。

問

当
事
者
の
合
意
は
得
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

子
育
て
調
整
監

意
見
を
頂
い
て
い

ま
す
が
、
総
合
的
な
判
断
で
す
。

問

「
３
人
以
上
子
ど
も
が
い
る
家

庭
は
経
済
的
に
も
大
変
、
恩
恵
が
一

部
だ
か
ら
見
直
す
と
い
う
の
は
理
由

に
な
ら
な
い
。
理
解
で
き
な
い
。」

「
こ
れ
を
見
込
ん
で
い
た
人
も
、
こ

れ
か
ら
何
万
円
も
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
説
明
す
ら
な
い
。」
こ
う

い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
浮
く
の
は
１
億
４
千
万
円
。

子
育
て
支
援
に
対
す
る
信
頼
を
失
っ

て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
合
意
ど
こ

ろ
か
、
ま
と
も
な
説
明
も
あ
り
ま
せ

ん
。
見
直
し
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

子
育
て
調
整
監

多
子
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
を
「
な
し
」
に
す
る
と
い
う

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長

支
援
の
配
分
を
変
え
て
い
く

と
い
う
考
え
方
で
、
決
断
し
ま
し
た
。

い
が
や

問

伊
萱
堰
下
流
か
ら
Ｊ
Ｒ
鉄
橋

ま
で
の
区
間
は
、
従
前
か
ら
比
較
し

て
著
し
く
河
床
低
下
お
よ
び
堤
防
の

法
先
が
洗
掘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
は
、
堤
防
の
弱
体
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
３
回
に
わ
た
り
斐
伊

川
放
水
路
へ
の
分
流
に
よ
り
大
量
の

土
砂
が
流
れ
込
み
新
た
な
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
農
業
用
水

を
斐
伊
川
に
依
存
し
て
い
る
旧
２
市

２
町
の
約
５
千
ha
の
水
田
に
支
障
を

来
た
し
て
い
る
こ
と
や
、
環
境
、
上

水
道
の
水
源
確
保
に
つ
い
て
も
圏
域

全
体
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
複

数
の
床
止
め
工
設
置
を
国
、
県
に
重

点
項
目
と
し
て
要
望
す
べ
き
で
す
。

い
が
や

市
長

伊
萱
堰
下
流
の
河
床
は
、
昭

和
４１
年
か
ら
約
５
・
５
ｍ
低
下
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
巡
視
や
点
検
、
維

持
管
理
が
計
画
的
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
放
水
路
分
流
堰
前
面
の
河
床
を

平
た
く
し
、
河
道
の
安
定
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
農
業
用
水
の
取
水
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
上
水
道

施
設
に
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
国
に
お
い
て
は
河
床
低
下
防
止

対
策
を
検
討
中
で
す
。
出
雲
市
と
し

て
は
、
国
に
対
し
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
よ
う
に
強
く
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

第
３
子
保
育
料
無
料
化
の
見
直
し
は
、

当
事
者
の
合
意
も
な
く
説
明
責
任
す
ら

果
た
さ
れ
て
い
な
い

撤
回
を
も
と
め
る

急
が
れ
る
斐
伊
川
の
河
床
低
下
防
止
対
策

大 国 陽 介

斐伊川河床低下による森坂大橋の洗掘状況

一一般般質質問問

伊 藤 繁 満
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問

大
規
模
な
水
害
か
ら
大
切
な

命
を
守
る
た
め
に
も
地
域
防
災
意
識

の
向
上
対
策
を
早
急
に
広
げ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
災
害
図

上
訓
練
の
具
体
的
な
手
法
の
一
つ
に

Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住

民
向
け
に
防
災
対
策
の
検
討
や
危
険

予
知
に
有
効
で
誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
訓
練
で
あ
り
、
全
国
に
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

①
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
の
目
的
と
効
果

は
。
②
こ
の
訓
練
を
全
地
区
に
広

め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

防
災
安
全
管
理
監

①
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
課
題
や
目
標
を
明

確
に
し
、
地
域
に
お
け
る
対
応
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

「
地
域
を
知
る
」「
人
を
知
る
」「
災

害
を
知
る
」
３
つ
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。
②
地
域
災
害
対
策
本
部
を
対
象

と
し
た
意
見
交
換
会
や
地
区
で
の
災

害
研
修
の
開
催
時
に
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練

の
有
効
性
を
紹
介
し
積
極
的
に
広
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
が

中
核
と
な
っ
て
地
域
で
訓
練
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問

全
国
に
古
代
出
雲
を
発
信
す

る
た
め
、
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
な

ど
の
文
化
的
遺
産
を
継
承
す
る
施
設

は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
の
美
し
い
自
然
に
触
れ
、
肌
で
感

じ
ら
れ
る
資
源
を
活
用
し
た
施
策
も

重
要
で
す
。
仏
経
山
に
は
、
た
く
さ

ん
の
史
跡
や
遺
跡
が
あ
り
登
山
者
に

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

案
内
看
板
や
遺
跡
な
ど
の
道
標
が
不

十
分
で
あ
り
、
今
後
は
仏
経
山
の
自

然
歩
道
な
ど
を
整
備
し
、
中
国
自
然

歩
道
に
選
定
さ
れ
る
よ
う
環
境
整
備

の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

仏
経
山
は
出
雲
の

国
風
土
記
に
神
名
火
山
と
し
て
登
場

し
、
戦
国
時
代
に
は
尼
子
氏
が
仏
経

山
と
命
名
し
た
と
さ
れ
る
歴
史
的
な

魅
力
を
備
え
て
い
ま
す
。
標
高
が

３
６
６
ｍ
と
登
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
平
成
４
年
度
に
旧
斐
川
町
が

仏
経
山
周
辺
の
案
内
誘
導
看
板
な
ど

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
老

朽
化
・
破
損
し
た
既
設
看
板
の
修
理

や
、
登
山
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る

方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
現
地
確
認
や

地
元
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
協
議
・

検
討
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

仏
経
山
の
自
然
歩
道
な
ど
を
ど
の
よ
う

に
環
境
整
備
し
て
い
く
考
え
か

市
民
へ
の
防
災
意
識
向
上
対
策
に
つ
い

て
伺
う

一一般般質質問問

寺 本 淳 一

出雲平野にそびえる仏経山

仏経山から展望
した出雲平野

高松地区でのDIG訓練の様子

神 門 至
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問

先
頃
、
国
に
お
い
て
地

方
創
生
関
連
二
法
案
が
成
立
し

ま
し
た
。

平
成
１７
年
の
合
併
後
、
少
子
化
と

い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
周
辺
部

の
農
村
・
漁
村
は
、
学
校
再
編
の
影

響
も
受
け
、
ま
す
ま
す
過
疎
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
合
併
１０
年
後
の
今
、

向
き
合
う
べ
き
大
き
な
課
題
で
す
。

本
市
と
し
て
地
方
創
生
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長

平
成
１２
年
と
平
成
２２
年
の
国

勢
調
査
を
比
較
す
る
と
、
増
加
傾
向

に
あ
る
の
は
出
雲
地
域
の
一
部
と
斐

川
地
域
の
西
部
の
み
で
す
。
日
御
碕

地
区
、
佐
香
地
区
、
鵜
鷺
地
区
で
は

人
口
が
こ
の
１０
年
間
で
２０
％
以
上
減

少
し
て
お
り
、
強
い
危
機
感
を
抱
い

て
い
ま
す
。

地
方
創
生
は
、
危
機
感
を
も
っ
て

取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
す
。

地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
対
策
を
早
急

に
講
じ
、
特
に
中
山
間
地
と
海
岸
部

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
水
産
業

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
魅
力
と
や
り

が
い
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。

問

市
民
の
生
活
が
逼
迫
す
る

今
、
な
ぜ
使
用
料
・
手
数
料
の
値
上

げ
を
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

使
用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
は
、
本
市
の
行
財
政
改
革

大
綱
に
お
い
て
取
り
組
む
一
つ
で
あ

り
、
早
期
の
財
政
の
健
全
化
は
住
民

福
祉
の
増
進
の
た
め
に
も
最
優
先
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

公
共
施
設
は
住
民
の
福
祉
増

進
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

住
民
が
利
用
、
享
受
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
公
共
施

設
は
無
料
か
低
額
で
使
い
や
す
い
こ

と
が
第
一
だ
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で

す
か
。

行
政
改
革
部
長

今
ま
で
無
料
で

あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

学
校
の
体
育
館
な
ど
に
つ
い
て
も
減

免
措
置
を
考
え
な
が
ら
、
有
料
化
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

問

使
用
料
な
ど
の
値
上
げ
に

は
、
住
民
の
合
意
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
が
、
今
ま
で
合
意
形
成
が
な
さ

れ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
に
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
か
。

行
政
改
革
部
長

今
回
の
温
浴
施
設

な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
議
会

で
十
分
審
議
し
決
定
し
た
後
、
市
民

へ
の
周
知
を
図
り
、
混
乱
が
な
い
よ

う
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
方
創
生
に
人
口
減
・
過
疎
化
対
策
を

期
待
す
る

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う

松 村 豪 人

市民が憩う温浴施設

再生が急がれる農村・漁村

一一般般質質問問

小 村 吉 一
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問

本
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
で
、

検
証
と
し
て
は
少
し
早
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
来
年
に
は
指
定
管

理
者
制
度
の
方
向
性
を
示
す
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
の
で
、
利
用
状
況
や
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
維

持
管
理
費
に
対
す
る
使
用
料
収
入

が
、
現
時
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
低

く
、
議
会
や
審
議
会
に
も
示
さ
れ
た

受
益
者
負
担
率
５０
％
を
目
指
す
中
で

は
、
利
用
料
収
入
ア
ッ
プ
と
維
持
管

理
費
抑
制
の
再
検
討
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

文
化
環
境
部
長

利
用
者
は
７
月
か

ら
１０
月
ま
で
、
月
を
追
う
ご
と
に
増

加
傾
向
で
あ
り
、
合
計
２
６
６
３
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
目
的
別
で
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
空
手
の
順
で
３
種
目
で
全
体
の

４
割
で
す
。
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

は
、
年
間
予
算
３
４
８
万
円
に
対

し
、
執
行
額
が
２
２
３
万
７
千
円
で

あ
り
、
使
用
料
収
入
は
１０
月
末
で
１６

万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

市
民
の
み
な
さ

ん
に
は
、
出
雲
市
の

財
政
状
況
や
行
財
政
改

革
の
状
況
が
分
か
り

に
く
い
こ
と
か
ら
、
広

報
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

毎
年

度
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

住
民
の
皆
様
に
は
分
か
り
に
く
い
面

も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う

表
現
方
法
を
工
夫
し
、
適
切
な
時
期

に
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
。

問

円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
や
、

４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ

り
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
い
う

声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
生
活
に
直
接

影
響
の
あ
る
使
用
料
や
手
数
料
な
ど

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
時
期
を
見
直

す
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

温
浴
施
設
の
使
用

料
や
証
明
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
４
月
か
ら
改
定
を
行
い
ま
す
。

一
方
、
ご
み
・
し
尿
の
手
数
料
や
上

下
水
道
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
日
常
に
大
き
く
か
か
わ
る

料
金
で
あ
り
、
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
経
済
状
況
や
市
民
生
活
に
対

す
る
影
響
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

〇使用料・手数料の見直しについて

受益者負担率の設定

①スポーツ関連施設 ： 受益者負担率 ５０％以上

②ホール、集会施設 ： 受益者負担率 ５０％以上

③温浴施設（日帰り）： 受益者負担率 １００％以上

④宿泊温浴施設 ： 受益者負担率 １００％以上

市
民
に
理
解
さ
れ
る
行
財
政
改
革
を

上
塩
冶
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況

一一般般質質問問

萬 代 輝 正

平成２５年２月に出された出雲市の台所事情
（出雲市財政白書）

全員協議会（H２６．８．２９）資料より抜粋

板 倉 一 郎
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問

中
国
電
力
は
、
島
根
原
発
２

号
機
の
再
稼
働
に
向
け
た
適
合
確
認

審
査
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
申
請

し
ま
し
た
。
大
事
故
を
想
定
し
な
が

ら
、
事
故
時
の
避
難
計
画
は
自
治
体

ま
か
せ
、
住
民
の
安
全
に
は
背
を
向

け
、
原
発
再
稼
働
に
躍
起
に
な
る
姿

勢
は
許
せ
ま
せ
ん
。
避
難
移
動
は
、

交
通
渋
滞
は
避
け
ら
れ
ず
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど
の
配

慮
を
要
す
る
人
の
避
難
の
困
難
を
伴

う
こ
と
、
緊
急
被
ば
く
の
医
療
体
制

な
ど
の
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

原
発
撤
退
こ
そ
が
市
民
の
安
全
と
考

え
ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

防
災
安
全
管
理
監

住
民
は
、
放
射
線
の
放

出
が
国
で
確
認
を
さ
れ

て
か
ら
、
直
ち
に
避
難

は
行
わ
ず
屋
内
に
退
避

し
、
避
難
準
備
や
情
報

を
収
集
し
、
自
家
用
車

等
で
避
難
を
し
ま
す
。

要
支
援
者
の
方
は
、
迅

速
な
避
難
が
で
き
る
よ

う
に
名
簿
の
作
成
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
緊
急
被
ば
く

体
制
は
、
病
院
、
大
学
、
研
究
所
な

ど
が
医
療
活
動
を
行
い
ま
す
。
原
発

再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
の
審
査
状
況
を
見
守
っ
て
い

く
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

「
出
雲
」
は
全
国
的
に
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
出
雲
観
光

大
使
の
皆
さ
ま
に
も
大
い
に
活
躍
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
観
光
大
使
の
①
人
数
②
実
績

③
市
と
し
て
観
光
大
使
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
④
今
後
ど

の
よ
う
な
活
動
を
期
待
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

①
１
７
４
名
で
す
。

②
出
雲
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
特
産
品

な
ど
を
記
載
し
た
名
刺
を
使
用
し
、

情
報
発
信
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
観
光
大
使
の
声
が
け
で
出
雲
を

訪
れ
た
観
光
客
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
③
出
雲
観
光
大
使

だ
よ
り
を
年
２
回
程
度
発
行
し
情
報

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
④
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
出
雲
を
応
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
大
使
制
度
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
発
信
力
の
あ
る
著
名

人
の
方
に
新
た
に
出
雲
観
光
大
使
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

出
雲
観
光
大
使
の
活
用
策
は

原
発
再
稼
働
・
避
難
計
画
に
つ
い
て
伺
う

井 原 優

賑わいを見せる神門通り

一一般般質質問問

板 垣 成 二
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原
子
力
発
電
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
特
別
委
員
会

１０
月
２１
日
〜
２３
日

問

公
民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
違
い
は
何
か

伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
、
公
民
館
の
機
能
を
保
持

し
た
う
え
で
、
地
域
と
行
政
の
つ
な

ぎ
役
と
し
て
、
住
民
へ
の
的
確
な
情

報
提
供
や
各
種
情
報
の
連
絡
調
整
、

さ
ら
に
は
地
域
諸
団
体
へ
の
側
面
的

支
援
、
諸
団
体
間
の
調
整
、
自
立
へ

の
支
援
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

問

市
が
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
役
割
を
求
め
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
事
業
を
委
託
す
る
の
か
を

具
体
的
な
形
で
明
確
に
す
る
こ
と
が

急
が
れ
て
お
り
、
市
全
体
で
の
大
き

な
議
論
の
場
が
用
意
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

現
在
は
、
セ
ン

タ
ー
長
会
で
の
議
論
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
セ
ン
タ
ー
の

運
営
委
員
会
の
会
長
会
か
ら
の
意
見

を
も
と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
で
十
分
に
ご
議
論

い
た
だ
き
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

沖
縄
県
の
国
頭
村
と
宮
古
島
市
を

訪
ね
、
沖
縄
や
ん
ば
る
海
水
揚
水
発

電
所
と
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
宮
古
島
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。
や
ん
ば
る
海
水
揚
水
発
電
所

は
、
世
界
初
の
海
水
揚
水
発
電
所
で
、

太
平
洋
を
下
池
、
人
工
の
上
部
調
整

池
を
上
池
と
し
て
、
海
水
を
利
用
し

た
純
揚
水
発
電
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
古
島
は
平
坦
で
、
大
き

な
河
川
も
な
く
生
活
用
水
の
ほ
と
ん

ど
を
地
下
水
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、

地
下
水
を
守
る
こ
と
と
環
境
づ
く
り

の
た
め
、「
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
宮
古

島
」
を
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
電
気
自
動
車
普

及
な
ど
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

（
長
廻
利
行

記
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

割
に
つ
い
て

一一般般質質問問・・行行政政視視察察報報告告

湯 淺 啓 史

海水揚水発電所の調整池

忙しく業務をこなすコミュニティセンター職員の皆さん
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書 式 例 
請願書（陳情書）

年 月 日 
出雲市議会議長 様 
     請願者（陳情者） 
      代表者 住所 
          氏名     印 
          電話  －  
        紹介議員 
          氏名     印 
○○○○○○○に関する請願（陳情） 

要旨                 
内容

 

請願・陳情は、皆さんの意見・要望を市政に反映させる重要な制度
です。この制度によりどなたでも、市議会に直接要望することができ
ます。
請願は出雲市議会議員が１名以上紹介議員となることが必要です。
陳情は紹介議員は必要ありません。
請願と陳情の審査は、基本的に同じ取扱いとし、所管の常任委員会
で審査した後に、本会議で結論を出します。（ただし、国などへ意見
書を提出してほしい場合は、請願のみ受け付けることとしています。）
定例会ごとに提出締切があります。詳細は議会事務局議事係（TEL

２１－６５７９）にお尋ねいただくか、市議会ホームページをご覧ください。

◆提出時に留意していただきたいこと
○必ず日本語で、次の点を記載してください。（内容を表す件名、要
旨、内容、提出年月日、代表の方の住所、氏名、押印、電話番号）

○請願の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要です。
○提出部数は、１部です。
○請願や陳情の審議結果については、提出者にお知らせします。
○提出された請願書・陳情書の内容、提出者（２人以上の場合は代表者）の氏名（名称）と住所（所在地）は、
公表されますので、あらかじめご了承ください。

【陳 情】

審議結果

趣旨採択 に
賛成多数

趣旨採択 に
全員賛成

提 出 者

出雲市園町
出雲市民間特養懇話会
会長 飯塚 大幸

出雲市大社町宇龍
日御碕地区自治協会
会長 福間 文雄 他４名

件 名

特別養護老人ホームの増床等についての
陳情

地域再生に向けた日御碕観光の振興につ
いての陳情

番号

８

９

【意見書】

審議結果

原案可決 に
全員賛成

原案可決 に
全員賛成

提 出 者

２０１５年度予算（介護保険制度、子ども・子育て支援新制度）の充実・
強化を求める意見書

「農協改革」に関する意見書

番号

５

６

陳情の審議結果

意見書の審議結果

請請 願願 ・・ 陳陳 情情 のの ごご 案案 内内

陳陳情情・・意意見見書書
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番 号

諮第２号
議第４１号
議第４２号
議第４３号
議第４４号
議第４５号
議第４６号
議第４７号
議第４８号
議第４９号
議第５０号
議第５１号
議第５２号
議第５３号
議第５４号
議第５５号
議第５６号
議第５７号
議第５８号
議第５９号

議第６０号

議第６１号

議第６２号

議第６３号
議第６４号
議第６５号
議第６６号
議第６７号
議第６８号
議第６９号
議第７０号
議第７１号
議第７２号
議第７３号
議第７４号
議第７５号
意見書第５号
意見書第６号
陳情第８号
陳情第９号

議席に設置してある採決ボタン

○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権、除斥：議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。

採採決決のの結結果果

議案等の賛否状況の一覧です。議長は採決には加わりません。
○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権、除斥：議案と一定の利害関係
を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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審議結果

同 意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
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原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
趣旨採択
趣旨採択

議 案 名

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（伊藤博敏氏、今吉康子氏）
平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第５回補正予算
平成２６年度（２０１４）出雲市国民健康保険事業特別会計第２回補正予算
平成２６年度（２０１４）出雲市介護保険事業特別会計第２回補正予算
平成２６年度（２０１４）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第１回補正予算
平成２６年度（２０１４）出雲市水道事業会計第１回補正予算
平成２６年度（２０１４）出雲市病院事業会計第１回補正予算
出雲市情報公開条例の一部を改正する条例
出雲健康公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
平成スポーツ公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例
出雲市斐川社会福祉センター四季荘の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例
北山健康温泉保養施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市すさのおの郷の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市国民宿舎の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市多伎いちじく温泉利用施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
ひかわ美人の湯の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
出雲市税条例及び出雲市手数料条例の一部を改正する条例
出雲市平田デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例及び出雲市湖
陵デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市指定管理施設管理基金条例
公の施設の指定管理者の指定について（斐川農畜産物等加工体験販売施設
（加工房ハム・ソーセージ工房））
公の施設の指定管理者の指定について（出雲市今在家農村公園）
公の施設の指定管理者の指定について（斐川公園ほか）
公の施設の指定管理者の指定について（山村住宅、特定公共賃貸住宅、小集落改良住宅）
工事請負変更契約の締結について（（仮称）斐川中央工業団地造成工事）
土地の取得について（荘原小学校用地）
字の区域の廃止について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第６回補正予算
平成２６年度（２０１４）出雲市水道事業会計第２回補正予算
平成２６年度（２０１４）出雲市病院事業会計第２回補正予算
出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例
出雲市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
２０１５年度予算（介護保険制度、子ども・子育て支援新制度）の充実・強化を求める意見書
「農協改革」に関する意見書
特別養護老人ホームの増床等についての陳情
地域再生に向けた日御碕観光の振興についての陳情

番 号

諮第２号
議第４１号
議第４２号
議第４３号
議第４４号
議第４５号
議第４６号
議第４７号
議第４８号
議第４９号
議第５０号
議第５１号
議第５２号
議第５３号
議第５４号
議第５５号
議第５６号
議第５７号
議第５８号
議第５９号

議第６０号

議第６１号

議第６２号

議第６３号
議第６４号
議第６５号
議第６６号
議第６７号
議第６８号
議第６９号
議第７０号
議第７１号
議第７２号
議第７３号
議第７４号
議第７５号
意見書第５号
意見書第６号
陳情第８号
陳情第９号

採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

採採決決のの結結果果

平成２６年度
第３回出雲市議会（定例会）
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政政務務活活動動費費のの公公開開ににつついいてて

平成２５年度政務活動費の執行状況
○政務活動費とは
出雲市では、市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議会
における会派に対して政務活動費を交付しています。

○交付対象と交付額
出雲市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、各会派及び会派に所属しない議員に対し
て交付されます。
交付限度額は、一人当たり年額４５万円です。
ただし、平成２５年度については４月に議会の改選があり、５月からの１１カ月分です。

平成２５年度 政務活動費収支報告（会派・議員別） 【単位：円】

合 計

３２

１３，２００，０００

３１４

６，５９１，８９１

４５７，１３９

３，５３８，５９０

２１，０５０

０

０

６５８，３５２

１，３３０，２７１

０

２１，７４０

１２，６１９，０３３

９１１，５５５

※１ 大社クラブは、５月～８月分の精算です。
※２ 交付限度額を超える支出部分は会派負担分です。

会 派 に
属さない
議 員

１

４１２，５００

１８

１２２，９８０

０

０

０

０

０

７５，０９８

８０，２３２

０

２１，７４０

３００，０５０

１１２，４６８

大社クラブ
（※１）

２

３００，０００

０

１１３，３８０

０

０

０

０

０

１２１，６６５

８４，７３２

０

０

３１９，７７７

０

日本共産党

３

１，２３７，５００

４４

１６０，５３０

０

９００，３９４

０

０

０

１，３１９

１１１，２１５

０

０

１，１７３，４５８

６４，０８６

公明党

３

１，２３７，５００

３０

４８４，０７３

３０２，２８５

１００，６３５

０

０

０

９３，９１４

２０２，２８７

０

０

１，１８３，１９４

５４，３３６

市民の会

５

２，０６２，５００

２６

４１８，８９０

１５４，８５４

１，１８６，６３７

２１，０５０

０

０

５６，０３５

１９２，６８３

０

０

２，０３０，１４９

３２，３７７

平成・大社
クラブ

６

２，１７５，０００

３９

１，３４４，１１１

０

５４０，１３９

０

０

０

１８６，５１５

２３８，７０５

０

０

２，３０９，４７０

０

政雲クラブ

６

２，４７５，０００

６３

１，７３０，６７３

０

４６８，５９０

０

０

０

３１，４４９

４２０，４１７

０

０

２，６５１，１２９

０

真誠クラブ

８

３，３００，０００

９４

２，２１７，２５４

０

３４２，１９５

０

０

０

９２，３５７

０

０

０

２，６５１，８０６

６４８，２８８

会 派 名

議員数（人）

交付限度額

雑収入（利息）

会派が行う市の事務、地
方行財政等に関する調査
研究及び調査委託に関す
る経費

会派が研修会を開催する
ために必要な経費、団体
等が開催する研修会の参
加に要する経費

会派が行う活動、市政に
ついて住民に報告するた
めに要する経費

会派が行う住民からの市
政及び会派の活動に対す
る要望、意見の聴取、住
民相談等に要する経費

会派が要請、陳情活動を
行うために必要な経費

会派が行う各種会議、団
体等が開催する意見交換
会等各種会議への会派と
しての参加に要する経費

会派が行う活動に必要な
資料の作成に要する経費

会派が行う活動のために
必要な図書、資料等の購
入に要する経費

会派が行う活動を補助す
る職員を雇用する経費

会派が行う活動に必要な
事務所の設置及び管理に
要する経費

支出合計（※２）

返還額

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

政政務務活活動動費費
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１１月１３日（木） 全国自治体病院経営都市議会協議会全国

大会２０１４「地域医療再生フォーラム」

１４日（金） 全国過疎地域自立促進連盟第４５回定期総会

１８日（火） 中学生議会

２０日（木） 地域医療福祉協議会

２１日（金） 議会運営委員会

２５日（火） 出雲平田線対策協議会

２７日（木） 文教厚生委員会協議会

２８日（金） 議会運営委員会、全員協議会

２８日（金）～１２月１８日（木）

平成２６年度第３回定例市議会

１２月３日（水） 議会運営委員会

４日（木） 広報委員会

９日（火） 総務委員会協議会

１２日（金） 建設水道委員会協議会

１５日（月） 農政議員連盟会議

１７日（水） 議会運営委員会、森林・林産業対策協議会

１８日（木） 全員協議会

１月８日（木） 総務委員会協議会

１５日（木） 広報委員会

１６日（金） 議会運営委員会、全員協議会、議場コン

サート

１９日（月）～２１日（水）

議員の海外派遣

２０日（火） 全国自治体病院経営都市議会協議会

２２日（木）、２３日（金）

全国自治体病院経営都市議会協議会役員会

２６日（月） 広報委員会

２７日（火）～２８日（水）

第２６回３市議会交流会議

３０日（金） 観光・企業支援調査特別委員会

２月３日（火） 全国市議会議長会基地協議会総会

５日（木） 全国市議会議長会評議員会

９日（月） 総合交通対策特別委員会、一畑電車沿線

議員連絡協議会、建設水道委員会協議会

今後の本会議の予定

平成２６年度 ３月定例市議会 会期日程（案）

２月２０日（金） 本会議（開会、施政方針表明、議案上程・

説明）

２４日（火） 本会議（施政方針に対する会派代表質問）

３月３日（火） 本会議（一般質問・１日目）

４日（水） 本会議（一般質問・２日目）

５日（木） 本会議（一般質問・３日目）

６日（金） 本会議（一般質問・４日目、議案質疑、

委員会付託）

１０日（火） 総務委員会

１１日（水） 文教厚生委員会

１２日（木） 環境経済委員会

１３日（金） 建設水道委員会

１６日（月） 予算特別委員会（１日目）

１７日（火） 予算特別委員会（２日目）

１８日（水） 予算特別委員会（３日目）

１９日（木） 予算特別委員会（４日目）

２０日（金） 予算特別委員会（５日目）

２４日（火） 本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

※一般質問を行う議員数により３月６日の日程が５日に繰り上がることがあります。

議会活動（１１月１１日～２月９日に開催された会議）

議議会会活活動動・・議議会会日日程程



編集後記

24いずも市議会だより 39号

　

市
議
会
だ
よ
り
は
、〝
市
政
の
こ
こ

が
聞
き
た
い
〞議
員
の
一
般
質
問
を
は

じ
め
、
各
常
任
委
員
会
報
告
、
各
委
員

会
の
視
察
報
告
な
ど
、
限
ら
れ
た
紙
面

で
の
編
集
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん

な
思
い
、
興
味
を
も
っ
て
お
読
み
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、昨
年
は
消
費
税
の
増
税
、介
護
、

医
療
、
子
育
て
支
援
制
度
な
ど
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
議
会
で
活
発
な
意
見
、
ま
た

皆
さ
ま
か
ら
の
請
願
、
陳
情
な
ど
を
慎

重
に
審
議
し
、
議
会
だ
よ
り
で
報
告
し

ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
土
砂
災
害
や
地
震
災
害
が

各
地
で
多
発
し
ま
し
た
。
災
害
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
が
出
雲
市
で
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
自
主
防
災
組
織
の
体
制

の
あ
り
方
、ま
た
、日
頃
安
否
確
認
な
ど
、

近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　

お
届
け
を
し
て
い
る
頃
、
３
月
議
会

が
は
じ
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て

本
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
広
報
委
員
会　

井
原　

優
）

議会に関してのお問い合わせは

　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6246  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp/
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井
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優

伊
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満

長
廻
　
利
行

福
代
　
秀
洋

坂
根
　
　
守

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

　

平
成
26
年（
２
０
１
４
）11
月
20

日
発
行
の
出
雲
市
議
会
だ
よ
り
第

38
号
に
お
い
て
、
米
山
広
志
議
員

の
一
般
質
問
の
記
事（
12
ペ
ー
ジ
）

の
中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

文
化
環
境
部
長
の
答
弁
③

【
誤
】
３
千
万
円

【
正
】
３
８
０
０
万
円

お
詫
び
と
訂
正

議
会
傍
聴
に

　
　
　
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　

出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
は
、
原

則
公
開
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
長
お
よ
び
委
員

長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前
の
傍
聴
受
付
で
、
傍

聴
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く
だ
け
で

傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員
会
室
10
席
程
度
あ
り

ま
す
。
事
前
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
体
で

の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
出
雲
市
議
会
事
務

局
ま
で
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

出
雲
市
議
会
で
は
申
し
合
わ

せ
に
よ
り
、
市
議
会
議
員
と
し

て
の「
参
列
者
代
表
焼
香
」は
辞

退
し
、「
弔
電
」は
送
ら
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※

代
表
焼
香
に
は
、
各
宗
派
な
ど
に

お
け
る
同
様
の
行
為
も
含
み
ま
す
。

　

本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ
る
間
、
お
子
さ
ま
を
お
預

か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
希
望
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ

お
た
ず
ね
い
た
だ
く
か
、
市

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

議
員
と
し
て
の「
代
表
焼
香
」

お
よ
び「
弔
電
」辞
退
し
ま
す
。


